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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成27年7月30日(2015.7.30)

【公開番号】特開2014-213761(P2014-213761A)
【公開日】平成26年11月17日(2014.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-063
【出願番号】特願2013-93531(P2013-93531)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｋ  15/035    (2006.01)
   Ｂ６０Ｋ  15/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｋ   15/02     　　　Ｅ
   Ｂ６０Ｋ   15/04     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月10日(2015.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料タンクへ燃料を供給するための給油装置において、
　上記燃料タンクに接続される燃料通路（１１Ｐ）を有する通路形成部材（２０）と、
　上記燃料通路（１１Ｐ）に配置されるとともに上記通路形成部材（２０）に固定され、
上記燃料通路（１１Ｐ）の一部を構成する注入口（４１ａ）を有する注入口形成部材（４
０）と、
　上記注入口形成部材（４０）に開閉可能に装着され、上記注入口（４１ａ）を開閉する
開閉部材（６１）を備えた注入口開閉機構（６０）と、
　を備え、
　上記通路形成部材（２０）と上記注入口形成部材（４０）とは、互いに溶着する樹脂材
料から形成され、上記通路形成部材（２０）と上記注入口形成部材（４０）との間が全周
に沿って溶着部（Ｗｄ）で溶着されることでシールされており、
　上記通路形成部材（２０）は、該通路形成部材（２０）の全周に沿って環状に配置され
た補強部材（２５）を備え、
　上記補強部材（２５）は、該通路形成部材（２０）より機械的強度が大きい材料から形
成され、
　上記補強部材（２５）および上記溶着部（Ｗｄ）は、上記燃料通路（１１Ｐ）の中心線
から直角の同一面の周辺に配置されていること、
　を特徴とする給油装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の給油装置において、
　上記補強部材（２５）は、金属材料から形成されている給油装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の給油装置において、
　上記通路形成部材（２０）は、該通路形成部材（２０）の開口端部に形成され該通路形
成部材（２０）の端部から外周側に拡径したフランジ部（２４）を有し、上記補強部材（
２５）は、上記フランジ部（２４）に装着されるとともに、上記溶着部（Ｗｄ）から外周
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側に離れた位置に配置されている給油装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の給油装置において、
　上記通路形成部材（２０）は、上記燃料通路（１１Ｐ）を形成するパイプ形状であり第
１樹脂材料から形成された樹脂内層（２７）と、該樹脂内層（２７）の外面に積層され第
２樹脂材料から形成された樹脂外層（２８）とを有し、
　上記第１樹脂材料と上記第２樹脂材料とは、一方の層が他方の層より耐燃料透過性に優
れた樹脂材料から形成され、
　上記フランジ部（２４）は、上記樹脂内層（２７）または樹脂外層（２８）のいずれか
一方の端部に形成されている給油装置。
【請求項５】
　請求項１または請求項２に記載の給油装置において、
　上記通路形成部材（２０Ｄ）は、該通路形成部材（２０Ｆ）の開口端部に形成され該通
路形成部材（２０Ｄ）の端部から内周側に張り出した支持部（２７Ｄａ）を有し、上記補
強部材（２５Ｄ－２）は、上記支持部（２７Ｄａ）に装着されている給油装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５までのいずれか一項に記載の給油装置において、
　さらに、上記注入口開閉機構（６０）を覆うように上記通路形成部材（２０）の上部に
装着されたカバー部材（３２）を有し、
　上記カバー部材（３２）は、側壁部（３２ａ）と、該側壁部（３２ａ）の周縁部から延
設された上壁（３２ｂ）とにより囲まれたカップ形状であり、上記側壁部（３２ａ）に形
成された係合爪（３２ｇ）を有し、
　上記係合爪（３２ｇ）が上記フランジ部（２４）に係合することで、上記カバー部材（
３２）が上記通路形成部材（２０）に装着されている給油装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の給油装置において、
　上記補強部材（２５）は、上記溶着部（Ｗｄ）に対して内周側であって該溶着部（Ｗｄ
）に近接して設けられている給油装置。
【請求項８】
　燃料タンクへ燃料を供給するための給油装置において、
　上記燃料タンクに接続される燃料通路（１１Ｐ）を有する通路形成部材（２０Ｅ）と、
　上記燃料通路（１１Ｐ）に配置されるとともに上記通路形成部材（２０Ｅ）に固定され
、上記燃料通路（１１Ｐ）の一部を構成する注入口を有する注入口形成部材（４０Ｅ）と
、
　上記注入口形成部材（４０Ｅ）に開閉可能に装着され、上記注入口を開閉する開閉部材
を備えた注入口開閉機構と、
　を備え、
　上記通路形成部材（２０Ｅ）と上記注入口形成部材（４０Ｅ）とは、互いに溶着する樹
脂材料から形成され、上記通路形成部材（２０Ｅ）と上記注入口形成部材（４０Ｅ）との
間が全周に沿って溶着部（Ｗｄ）で溶着されることでシールされており、
　上記通路形成部材（２０Ｅ）は、該通路形成部材（２０Ｅ）の全周に沿って環状に配置
され、上記溶着部（Ｗｄ）を設けた部位より外周側でかつギャップ（Ｇｐ）を隔てて配置
された外力緩衝部（２１Ｅｂ）を有し、
　上記外力緩衝部（２１Ｅｂ）は、外力（Ｆ）を受けたときに上記ギャップ（Ｇｐ）を狭
める方向に弾性変形するように構成し、
　上記ギャップ（Ｇｐ）および上記溶着部（Ｗｄ）は、上記燃料通路（１１Ｐ）の中心線
から直角の同一面上に配置されていること、を特徴とする給油装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の給油装置において、
　上記通路形成部材は、該通路形成部材の開口端部に形成され該通路形成部材の端部から
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外周側に拡径したフランジ部を有し、上記フランジ部に上記外力緩衝部が形成されている
給油装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の給油装置において、
　上記通路形成部材は、上記燃料通路を形成するパイプ形状であり第１樹脂材料から形成
された樹脂内層と、該樹脂内層の外面に積層され第２樹脂材料から形成された樹脂外層と
を有し、
　上記第１樹脂材料と上記第２樹脂材料とは、一方の層が他方の層より耐燃料透過性に優
れた樹脂材料から形成され、
　上記フランジ部は、上記樹脂内層または樹脂外層のいずれか一方の端部に形成されてい
る給油装置。
【請求項１１】
　請求項９または請求項１０に記載の給油装置において、
　さらに、上記注入口開閉機構を覆うように上記通路形成部材の上部に装着されたカバー
部材を有し、
　上記カバー部材は、側壁部と、上壁とにより囲まれたカップ形状であり、上記側壁部に
形成された係合爪を有し、
　上記係合爪が上記フランジ部に係合することで、カバー部材が通路形成部材に装着され
ている給油装置。
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